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◆
火
災
警
報
器
、
自
動
消
火
器
の
給
付 

・
対
象
者 

 

６５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
、
住
民
税
非

課
税
の
方
。
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
６５
歳

以
上
の
方
で
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
方
。 

・
購
入
時
の
支
給
上
限
額
（
消
費
税
を
含
む
） 

 

火
災
報
知
機 

 
 

 

６
０
０
０
円
／
台 

 

自
動
消
火
器 

 
 

２
５
０
０
０
円 

 
 

（
取
付
費
用
は
本
人
負
担
） 

 

◆
電
磁
調
理
器
の
給
付 

・
対
象
者 

心
身
機
能
の
低
下
に
伴
い
防
災
等
の
配
慮 

が
必
要
な
６５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
、 

調
理
を
す
る
住
民
税
非
課
税
の
方
。 

・
購
入
時
の
支
給
上
限
額
（
消
費
税
を
含
む
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
０
０
０
０
円 

 

◆
高
齢
者
福
祉
電
話
の
貸
与 

・
対
象
者 

６５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
、
住
民
税
非 

課
税
の
方
。 

黒
電
話
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。 

 

（
設
置
費
用
と
毎
月
の
回
線
使
用
料
及
び 

 
 

通
話
料
は
本
人
負
担
） 

 

詳
し
く
は
、
蓮
田
市
役
所 

長
寿
支
援
課 

☎7
6

8
-3

1
1

1

（
内
線
：1

3
6

） 

   

市議会議員 

私
が
所
属
す
る
蓮
田
市
議
会
民
生
文
教

委
員
会
で
は
10
月
25
日
～
27
日
に
、
委

員
７
名
と
事
務
局
２
名
で
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
視
察
先
（
内
容
）
は
青
森
県

の
弘
前
市
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）、
黒
石

市
（
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）、

青
森
市
（
放
課
後
子
ど
も
教
室
）
で
す
。 

【
弘
前
市 
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
】 

 

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
は
、
レ
セ
プ
ト

（
診
療
報
酬
明
細
書
）
や
、
特
定
健
診
な

ど
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
被
保
険
者
の
健

康
管
理
や
疾
病
予
防
、
重
症
化
予
防
な
ど

に
つ
な
げ
る
保
険
事
業
計
画
で
す
。
蓮
田

市
で
は
今
年
度
末
ま
で
に
健
康
増
進
課
が

策
定
す
る
予
定
で
す
。 

 

弘
前
市
の
人
口
は
約
17
万
５
千
人
で

す
。
青
森
県
内
で
比
較
す
る
と
、
特
定
健

診
の
受
診
率
が
２
０
１
４
年
度
で
は
28
％

（
同
規
模
市
は
37
・
５
％
）
と
、
同
規
模
59

市
中
53
位
の
低
受
診
率
で
し
た
。 

 

弘
前
市
で
は
２
０
１
４
年
に
国
保
年
金

課
が
計
画
の
素
案
を
作
成
し
、
今
年
度
か

ら
保
健
師
が
同
課
に
配
属
さ
れ
、
よ
り
実

践
的
な
計
画
・
分
析
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。
２
０
１
５
年
度
の
受
診

率
は
30
％
に
上
昇
し
ま
し
た
。 

 

国
保
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
例
え
ば

生
活
習
慣
病
医
療
費
の
比
較
で
は
、
健
診
受

診
者
は
９
０
８
５
円
に
対
し
、
健
診
を
受
け

て
い
な
い
人
は
３
１
１
０
０
円
の
医
療
費
が

か
か
っ
て
い
る
こ
と
、
同
規
模
市
や
国
に
比

べ
て
が
ん
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
が
多
く
、
健

診
を
受
け
ず
に
脳
血
管
疾
患
と
な
る
重
症
化

が
課
題
、
な
ど
が
分
析
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

【
関
係
部
署
の
連
携
、
施
策
が
カ
ギ
】 

 

課
題
解
決
の
た
め
、
例
え
ば
高
血
圧
（
１

８
０
／
１
１
０
）
で
治
療
し
て
い
な
い
人
全

員
に
、
保
健
師
が
訪
問
し
保
健
指
導
を
す
る
、

国
保
の
保
険
料
徴
収
と
一
緒
に
訪
問
し
、
保

健
指
導
を
す
る
な
ど
、
健
康
格
差
を
縮
小
す

る
た
め
の
対
策
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

蓮
田
市
で
も
市

民
の
健
康
管
理
、

重
症
化
予
防
の
た

め
の
特
定
健
診
率

向
上
（
昨
年
度
実

績
41
・
５
％
、
来

年
度
目
標
60
％
）、

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
分
析
と
課
題

解
決
の
た
め
の
積

極
的
な
関
係
部
署

の
連
携
、
施
策
が

望
ま
れ
ま
す
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党
市
議
団
が
市
長
に
提
出 

今
月
の
市
後
援
会
ニ
ュ
ー
ス
で
も
お
伝
え
し
て

い
ま
す
が
、
来
年
度
予
算
に
向
け
た
要
望
書
の
市
長

へ
の
提
出
と
懇
談
を
11
月
11
日
に
行
い
ま
し
た
。 

 
予
算
要
望
書
は
毎
年
、
日
本
共
産
党
市
議
団
３
人

で
項
目
を
ひ
と
つ
ず
つ
見
直
し
、
状
況
や
法
律
が
変

わ
っ
た
も
の
は
精
査
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
ま
で
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望

も
新
た
に
盛
り
込
み
ま
す
。 

 

内
容
は
「
一
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上

の
た
め
に
」「
二
、
福
祉
充
実
と
住
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
た
め
に
」「
三
、
都
市
基
盤
整
備
を
す

す
め
る
た
め
に
」「
四
、
生
活
環
境
を
守
り
、
市
民

生
活
を
安
全
、
豊
か
に
す
る
た
め
に
」
「
五
、
商
工

業
と
農
業
の
発
展
の
た
め
に
」「
六
、
市
財
政
の
健

全
化
及
び
財
源
確
保
を
は
か
る
た
め
に
」
「
七
、
そ

の
他
」
の
７
つ
の
分
野
に
大
別
し
て
い
ま
す
。 

 

３
月
議
会
で
来
年
度
予
算
が
審
議
さ
れ
ま
す 

詳
し
い
要
望
内
容
は
私
の
「
船
橋
ゆ
き
子
の
ブ
ロ

グ
」
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま

し
た
ら
要
望
書
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

1２/1（木）議案質疑 

  /2（金）総務委員会傍聴 

  /3（土）平和のための戦争展講演会（中央公民館） 

  /5（月）民生文教委員会 

  /6（火）建設経済委員会傍聴 

  /8,9,12（木,金,月）一般質問 

  /19（月）12 月議会定例会閉会 

  /22（木）衛生組合議会、法律相談 

 

※党議員団の定例駅前宣伝は毎週木曜朝 7：00～8：00 

蓮田駅西口または東口で行っています。（雨天時中止） 
ご要望・ご相談などお気軽にお声掛けください。 

 

日本共産党黒浜支部・後援会 検索 
 

 船橋ゆき子のブログ 

 

検索 
 

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
反

対
！
」
と
国
会
周
辺
で
抗
議
の
声
が
上
が

る
中
、
11
月
10
日
の
衆
院
本
会
議
で
自

民
、
公
明
、
維
新
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
案
・
関

連
法
案
の
採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。 

 

委
員
会
審
議
の
中
で
、
農
産
物
の
関
税

撤
廃
、
輸
入
食
品
の
残
留
農
薬
基
準
違

反
、
医
療
・
薬
価
・
保
険
な
ど
へ
の
影
響

と
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
二
度
の
「
強
行
採
決
」
の
暴
言

を
繰
り
返
し
た
山
本
有
二
農
水
相
の
責

任
と
、
安
倍
首
相
の
任
命
責
任
は
ど
こ

へ
。
言
葉
が
あ
ま
り
に
も
軽
過
ぎ
ま
す
。 

 

蓮
田
の
コ
メ
農
家
の
方
が
「
作
れ
ば
作

る
ほ
ど
赤
字
。
子
ど
も
に
農
業
を
継
い
で

く
れ
と
言
え
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
決
ま
っ
た

ら
、
本
当
に
農
家
は
や
っ
て
い
け
な
く
な

る
」
と
沈
痛
な
面
持
ち
で
語
っ
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
切
実
な
声

に
安
倍
政
権
は
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
す
。 

 
 

・１１月２４日（木） 

１２月２２日（木） 

午後１時半より 

（毎月第４木曜日、 

一人 30分程度） 

・会場：日本共産党 

蓮田市委員会事務所 

（関山 2-2-26  

☎・FAX769-4667） 

・前日までに共産党議員 

        へご予約を 

  船橋 090-8612-7963 

 pikoponko@yahoo.co.jp 

 

来
年
度
の
予
算
が
審
議

さ
れ
る
の
は
３
月
議
会
で

す
。
皆
さ
ん
の
声
が
市
政

に
反
映
さ
れ
、
子
育
て
も

老
後
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
蓮
田
と
な
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
し
っ
か
り
市
へ

求
め
て
い
き
ま
す
。 

市長と懇談する党市議団 

市
政
報
告
会
へ
の
参
加
は
、 

先
日
み
ず
ほ
団
地
で
開
か
れ
た
の
が

初
め
て
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 
議
員
さ
ん
の
一
生
懸
命
な
仕
事
ぶ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
幸
せ
に
な
る

様
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
が
見
ら
れ

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
若
い
人
、
子
ど
も
達

の
生
命
と
く
ら
し
が
守
ら
れ
る
政
治

が
出
来
る
と
い
い
で
す
ね
。 

身
近
な
こ
と
に
も
気
を
く
ば
っ

て
、
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
江
ケ
崎 

Ｋ
） 

 


